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〈点検口外す用フック〉

（ステンレス）

現場組立タイプ　



















エコロッカ製品に関する注意事項

38

ATTENTION

DECK 製品について

製品についての留意事項
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AIR WATER ECOROCA

エコロッカ製品の品質には万全を期しておりますが、同色の製品間での若干の色のバラツキやご使用上で、支障をきたさない範囲での変形がある

場合がありますので予めご了承ください。また、紫外線等による経年退色の度合いについても製品間でバラツキが出る場合がありますので予め

ご了承ください。

エコロッカ製品は、温度や湿度変化等の自然条件によって伸縮や変形が発生する場合があります。別冊の「Technical information」および

「設計・施工マニュアル」に基づいて、正しく施工してください。

エコロッカ製品は、長時間、吸水すると膨張変形する恐れがあります。製品の全部または、一部が常に水に侵漬した状態でのご使用はしないで

ください。中空材の場合は、小口から入った雨水等が長期滞留しない構造としてください。また、デッキ設備の場合、下地構造部の排水不良や通風

不良によって、長期間、高湿度状態になり吸湿変形する場合がありますので、排水口の詰まり防止やデッキ下の通気にご留意ください。

エコロッカ製品は、温度や湿度変化、紫外線への曝露あるいは使用上の摩擦等によって表面に粉が発生することがあります。服などで擦りますと

この粉が付着して色が付くことがありますので、ご注意ください。

エコロッカ製品は、夏期の直射日光下で表面が熱くなります。デッキの場合、素足で歩くとやけどをする場合がありますので、特に乳幼児には、

ご注意ください。デッキの上では必ず履物を履いてご利用ください。

エコロッカ製品に重量物を乗せたり先の尖ったもので突くと、破損や凹みが発生する恐れがあります。重量物を載せる場合は、敷板等を使用し

て集中荷重を避けてください。また、車両などの走行が想定される場合には、必ず営業担当者にご相談ください。

エコロッカ製品は、樹脂が含まれている為、歩行などの摩擦により静電気の放電現象が発生することがありますので、予めご了承ください。これ

を避ける必要がある場合には、静電気の発生を抑えたVデッキ（DK2020Vシリーズ）をお奨めします。

エコロッカ製品は、難燃・不燃料材ではありませんので周辺での火気の取り扱いにご注意ください。また設計上ご使用場所によっては関係法規に

より使用制限を受けますのでご留意ください。

その他、ご使用にあたってのご不明点は必ず、営業担当にお問い合わせください。

施工上の特記事項

禁止事項

エコロッカ製品は、木材とプラスチックを複合再生した新しい素材です。天然木とは物性が違いますのでご注意ください。

施工にあたっては必ず別冊の「Technical information」および「設計・施工マニュアル」をご覧の上、特に以下の事項にご留意ください。

※「材料と材質」あるいは「材料と躯体」の間に所定の隙間を取って施工すること。

※「根太ピッチ」「束ピッチ」を所定の間隔以内で施工すること。

※長手方向に多枚数のデッキ材を連続させる場合は、経年的な目地確保のためデッキ長さをL2000以内とし、所定のピッチで下地の根太をダブル

　で設置してください。詳しくは、「Technical information」をご確認ください。

※下地の高さを揃えて、中空内部に雨水等が貯まらない水平な構造としてください。

※経年的な吸湿変形等によって隙間がなくなった場合には、切断、ノコ目入れなどの措置によって当該部位に隙間を再建してください。放置すると

    反り、割れが発生したり、建物や壁を壊す恐れがあります。

保管にあたっては、平滑な面で保管することとし、凹凸のある面や壁等への立て掛け保管は行わないようにご注意ください。また、荷崩れ防止対策

やバリケード等による周辺への安全対策などを行なってください。

本製品は、人の歩行を目的とした商品です。車の通行など、本目的以外の場所での使用は、お控えください。また、車両を走行させる計画が

ある場合には、必ず事前に営業担当者にご確認ください。

崖地等の危険な場所での、展望デッキなどの床材として使用しないでください。

本製品は、可燃性であり、燃料タンクなどの危険物および熱風などの排気口の近くには設置しないでください。

本製品の上で火を燃やしたり加熱したりすると、製品が燃えたり変形したりしますので、お止めください。
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◯施工する前に、別冊の「設計施工マニュアル」を必ずお読みください。  ◯ここに示した注意事項には、重要な内容を記載していますので、必ずお守りください。
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注意事項

施工部位別の天井下地材の種類と下地間隔（公共建築工事標準仕様書〔建築工事編〕による）

エア・ルーバー本来の目的以外の用途でご使用になると、たいへん危険ですのでおやめください。

エア・ルーバーの標準品は、不燃性ではありません。使用場所によっては使用制限を受ける場合がありますのでご留意ください。不燃性仕様

も別途承りますので、営業担当までお問い合わせください。

エア・ルーバーの表層は、再生材を原料として製造しております。品質には万全を期しておりますが同色の製品間で若干の色のばらつきや

ご使用上で、支障をきたさない範囲で変形がありますので、予めご了承ください。

エア・ルーバーを火気使用箇所に使用しないでください。また、火のついたタバコを置いたり、近づけたりしないでください。変形・変色・破損

する恐れがあります。

エア・ルーバーの設置については取付スパン等が地域・環境により異なりますので、強度計算等により安全をご確認の上設置してください。

エア・ルーバーのジョイント部、および建物との取合部出はルーバーの伸びを考慮し適切なクリアランスを確保してください。（一般条件下

では10mmのクリアランスを確保してください。）

材の結合部の突き付けは避けてください。

エア・ルーバーの表層材は温度や湿度変化、紫外線の曝露あるいは使用上の摩擦等によって、粉が発生する事があります。服等で擦ります

と、この粉が付着し色が付く場合がありますのでご注意ください。

エア・ルーバーは夏期の直射日光下で表面が熱くなりますので、ご注意ください。

エア・ルーバーの表層材には樹脂が含まれているため、摩擦により静電気を帯電する事があります。予めご承知ください。

腐食性ガスや海水、あるいは砂塵にさらされる様な環境や積雪地帯で使用する場合は設置場所の環境を十分に調査の上ご使用ください。

エア・ルーバーの上に重量物を落としたり、傘などの尖ったもので突いたりしないでください。表層材の割れ、凹み、キズの原因になります。

エア・ルーバーを保管する場合は、平らな屋内で保管してください。

汚れが付着した場合は希釈した中性洗剤で拭き取り、洗剤が残らないようにきれいに水で洗い流してください。（シンナーなどの溶剤は使用

しないでください）

色の見え方の変化について

表面のサンディング仕上には方向性があります。製品の取付時にサンディングの方向を上下逆転させると色見が変化して見える場合が

あります。製品小口にはサンディングの方向を示すマーキングがありますので、加工および取付時には必ず確認してください。

!
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AIR LOUVER 製品について

設計・施工上の制限について
本製品は構造用部材ではありません。ルーバーの受け材としての使用はできません。

地域・設置場所（高さ等）により、ルーバーの許容支持スパンは異なります。

本製品の製造可能長さは最大5,500mmまでです。

不燃性（自消性）【JIS K6911 5.24項A法】仕様も別途ご注文承ります。

※特注寸法、特注色、自消性仕様は、一定納期、一定量の制限による受注生産対応となりますので詳細は営業担当者に、お問合わせください。

※本製品は再生木を使用しておりますので、色調はロット毎に異なる場合があります。

●

●

●

●

AIR WALL 製品について

設計のポイント
外壁及び軒天井部等、風圧荷重のかかる所は下地を含めた強度を確認してください。

下地材は製造所により、形状・板厚・寸法が異なりますのでご使用する下地の強度を

確認してください。

軒天井部の下地材は、特に吹き上げ荷重に留意して設計してください。

取付条件により、下地のピッチ等が変わる場合がありますので、強度計算等で確認

するようお願いします。

エア・ウォール端部のハネ出しは150mm以下としてください。

定期的な点検について
エコロッカ製品の設置後は、定期的に点検を行ってください。

●

●

●

●

●

●

エア・ウォールのアルミベース部は不燃材料（平成12年告示第1400号不燃材料を定める件）ですが、表層部分は、難燃や不燃材ではありませんので、関係

法令をご確認ください。（チークおよびウォールナット色は、難燃性能：UV-94V-0基準をクリアしています。）また、エア・ウォール単体では、耐火構造や防火

構造には対応出来ませんので構造体にて対応するようにしてください。

エア・ウォールでの防水処理は出来ませんので、前工程にて確実に防水処理を行ってください。

エア・ウォールを目地なしで気温の年変化や日較差が大きな外壁などに使用しますと、熱伸びによる変化の影響により、仕上げ面が均一にならない

恐れがありますので、使用を避けてください。

●

●

●

注意事項
本製品は、直射日光を避け、梱包した状態で水平に保管し、製品上に長時間重ね置きしないでください。製品の反りや曲がりの原因となります。

3mを超える長尺物を運搬する際は、二人以上で持ち、製品のたわみに気を付けてください。

指定以外の取付方法や支持スパンは、反り、曲がり、破損などの発生原因となりますので、お止めください。

『Ecoroca』は木粉とポリプロピレン樹脂を原料とし、これらを『粉砕→混合→成形』した製品であり、熱や吸湿による伸縮がありますので、

設計・施工マニュアルの基準に従って、施工を行ってください。

本製品の上に飛び乗り、飛び降りなどの過度の集中荷重や衝撃荷重が加わると、製品が曲がったり、破損して、大きなケガをする恐れがあります。

日中の日差しが強い時は、本製品の表面が熱くなる場合がありますので、素足歩行を避け、必ず履物を履いて歩行してください。

積雪のある地域で本製品を使用する場合は、別冊の「設計・施工マニュアル」の基準とは別途に、積雪荷重を考慮した強度計算および

強度確認を行ってください。

右に掲げる環境下で本製品を使用する場合

は、床下環境が高湿度状態となり、吸湿による

想定以上の伸びを示し、床板の反りや浮き、床

板端部による構築物の破損等の思わぬ事故

に繋がる場合があります。

本製品の使用にあたっては、床下の通気性や

水勾配の確保、ドレーン、雨水枡の設置など、

排水計画をしっかりとご検討ください。

これらが懸念される場合は、吸水変形を抑えた

Vデッキ（DK2020Vシリーズ）をお奨めします。
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※野緑受け、吊ボルト及びインサートの間隔は900mm程度とし、周辺部は端から150mm以内とする。ただし、屋内の場合は特記による。

使用上の注意および施工のポイントなど、詳しくは別冊の「Air Wall 商品カタログ」をご確認ください。

施工部位

屋内天井

軒 天

P（野縁ピッチ）

360程度

特記による

19形（25×19×0.5）

25形（25×25×0.5）

0.6以上

0.8以上
2.0以上

v38×12×1.2

38×12×1.6

クリップ板厚 野縁受けハンガー板厚野縁受け野 縁

①独立基礎で、排水性の悪い外溝

 

断 面

 

平 面

 

④四方が閉鎖された中庭や屋上庭園

 

⑤露天風呂や浴室の床

 

②常に水が溜まっているピット

 

③水勾配が取れていない床

 

ビスの緩みやガタツキ等はないか

割れ、反り、変形等はないか

エコロッカ製品同士あるいは製品と建物、壁等との隙間が確保されているか

その他、異音や歩行時の違和感などはないか

※異常があった場合は、速やかにご購入窓口会社、または当社へお問合わせください。


